
 

令和６年度 上尾市立大石中学校学校経営案 

学校教育目標 

  心豊かな生徒を育成する 大石中教育 

   一 思いやりのある生徒 

   一 自ら学ぶ生徒 

   一 進んで身心を鍛える生徒  

 

めざす生徒像 

  ○自分の価値を理解し、他人のよさを認められる生徒 

  ・自分も他の人も大切にできる生徒 

  ・自分の意見を根拠に基づいて発表し、主体的に学習に取り組む生徒 

  ・自分の可能性を実感し夢を持って自らの目標に挑戦する生徒 

  ・身体を鍛え、心を鍛え、将来の生き方に希望をもつ生徒  

  ・自分を律し、礼儀正しく、ルールを守る生徒 

 

めざす学校像 

  ○生徒・保護者・地域の笑顔が花咲く大石中学校 

  ・わかる授業をとおして、確かな学力の育成を図る学校 

  ・自他を大切にし、認め合いお互いに高め合う学校 

  ・笑顔であいさつし歌声が響く学校 

  ・清掃が行き届いたきれいな学校 

  ・学校運営協議会を中心とした地域コミュニティに根ざした学校 

 

めざす教師像 

  ○生徒の可能性を信じ、服務に全力で取り組む教師（優しく厳しく温かく） 

  ・指導力を磨き、日々の授業で勝負できる教師 

  ・生徒や保護者から信頼される人間性豊かな教師 

  ・危機管理意識をもち、誠意とスピードをもってチームで対応できる教師 

  ・謙虚さをもって教育活動を推進できる教師 

 

学校経営方針 

大石中学校の伝統と良き校風を受け継ぎ、教職員の英知と努力により、

地域に生きる知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒を育成する。 

令和６年度 大石中学校 学校スローガン 

あ・じ・み・こ・し で 自 彊   
自分から挨拶をする 時間を守る 身だしなみを整える 言葉遣いを知る 姿勢をただす 



 

 

 重点目標 

（１）生徒一人一人を大切にした授業の創造を行う 

  ①基礎学力の定着を図る 

   ・目標とまとめを明確にし、工夫したわかりやすい授業を展開する 

   ・基礎・基本の徹底のため、学習内容の定着を確認し、支援を行う 

   ・家庭学習を定着させるための支援を行う 

  ②新学習指導要領に沿った計画を実施し適切な指導と評価を行う 

・学習内容や指導方法、評価・支援の工夫改善を図り学習意欲の向上を図る 

   ・問題解決的な学習に基づく授業を推進する 

   ・主体的・対話的で深い学びの充実を図る 

   ・教科横断的な教育活動を推進する 

   ・総合的な学習の時間を中心にシチズンシップ教育と関連させた授業の推進を図る 

  ③ＩＣＴを積極的に活用した教育の推進に努める 

   ・ＩＣＴを有効に活用し、わかりやすい授業を工夫する 

   ・教職員がＩＣＴを積極的に活用し、その能力と指導力の向上を図る 

  ④体験的な学習の推進と地域の文化や人材の活用に努める 

   ・体験的な学習を重視し、自己有用感を感じられる生徒を育成する    

 

（２）規律ある態度を育成する積極的な生徒指導の推進に努める 

  ①大石中学校全体での規律ある態度を育成する 

   ・学校や社会の規律を遵守する姿勢を生徒に培う 

   ・スタートラインに基づいた指導を徹底し、ルールを遵守する生徒を育てる 

   ・授業六束の徹底を図る 

②教職員の共通指導に基づく組織的な生徒指導を推進する 

  ③いじめ問題、問題行動等の早期認知と初期対応を組織的に進める 

   ・いじめの早期認知に努め、共通理解のもといじめを許さない指導を行う 

  ④人権感覚を育成し自他を大切にし、認める指導を行う 

⑤不登校生徒やその家庭に寄り添い、教育相談や個別の支援を行う 

   ・特別支援教育の視点に立った指導を推進する 

   ・教育相談体制の充実と関係機関と連携した体制づくりの更なる充実を図る 

  ⑥カウンセリングマインドに基づく生徒指導を進める 

（３）自己有用感を大切にし、積極的な道徳教育の推進に努める 

①自らの考えを伝え合い、多様な価値観に触れ、自己の生き方を考える道徳教育を推進

する 

②自己有用感を感じられる生徒の育成を図る 

 

 

 



 

（４）「人間関係形成」、「社会参画」、「自己実現」を手がかりとした特別活動の推進に努め

る 

①居心地のよい、居場所のある、働きがいのある、達成感のある学級活動、生徒会活動、

学校行事の推進を図る 

 ・体験活動を大切にし、積極的に地域人材を活用して社会との関わりを学ばせる 

②進路指導・キャリア教育の充実に努める 

   ・将来に夢を持ち、希望を持って卒業できる生徒を育成する 

   ・生徒の自治活動の充実を図る 

 

（５）安心・安全で衛生的な環境づくりに努める  

  ①自己が過ごす環境に関心をもち進んで清掃活動を行う生徒を育成する 

  ②感染症対策に努め教育活動を実施し充実した学校生活の確保に努める 

 

（６）生徒一人一人の健康保持と体力の向上に努める 

  ①家庭との連携を図った健康教育の推進を図る 

   ・毎日の健康観察の徹底と家庭との連絡を積極的に行う 

   ・食物アレルギーの理解を深め、個に応じた適切な対応で事故０を実現する 

  ②積極的に運動に親しむ生徒を育成し、体力の向上を図る 

   ・体力向上を図る体育の授業の充実と部活動を充実させる 

   ・自己の健康を管理し、進んで体力を向上させる生徒を育成する 

 

（７）危機管理の徹底に務める 

  ①生徒の安全を第一にすえた教職員体制を構築する 

  ②過去の災害や事故の教訓を踏まえ安全体制の見直しと構築を図る 

  ③学校安全、施設設備の瑕疵の絶無を期し、報告・連絡・相談・確認を徹底する 

   ・日々の安全点検の徹底を図る 

  ④教職員の服務の厳正、会計事故、生徒事故、教育課程の事故の絶無を期する 

   ・教職員のコミュニケーションの充実を図り、風通しのよい職場環境づくりを行う 

  ⑤遂行した職務（行為）についての保護者や地域等への説明責任を図る 

   ・チームとしての指導体制の確立    

 

（８）地域に根ざした大石中学校教育の推進に努める 

  ①コミュニティスクールを推進する 

  ②小・中連携教育の充実を図る 

  ③学校ボランティアを推進する 

  ④家庭・地域へ積極的な情報発信を行う 

   ・学校だより、ホームページ、さくら連絡網による積極的な情報発信を行う 

 


